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[目的] 

2006 年度から水球のルールが変更になるため、ルール

変更前の試合を使いゲーム分析をして、その結果をどのよ

うに使って、これからの試合に役立てていけば良いのかを

考えれば、できるだけ早く新しいルールにも対応でき、何

が足りないのか見つけ出し、どのような練習を組めばよい

のかがわかれば、他のチームに差をつけられるのではない

かと思いこの実験を行うことにした。また、日本のトップ

の水球チームを採り上げることにより、日本の水球チーム

の傾向はどうなっているのかがわかり、日本の水球に貢献

出来るのではないかと考えた。 

[方法] 

１．対象ゲーム 

日本の大学水球で、2005 年度では上位に入ってくるチ

ームは 4チームと固定されていたため、その 4チームを採

り上げることにした。その中で某大学を Aチームとし、他

の 3チームをそれぞれ Bチーム、Cチームおよび Dチーム

とし、A 対 B、A 対 C および A 対 D の試合をそれぞれ１試

合ずつ一番重要と思われる試合を取り上げて、計 3試合の

ゲーム分析する事にした。 

２．撮影条件 

試合会場の観客席より、VTR カメラを用い、フリーハン

ド撮影を行った。 

３．分析項目 

日本水泳連盟水球委員会にて実施されている分類法に

独自の分類法（シュート位置、シュート種類、シュート距

離およびシュートを打った時の状況）をプラスした。この

項目について後日ビデオ映像より分析を行った。 

[結果と考察] 

他のチームに差をつけ比べるために、Ａチームを中心に

ゲーム分析を行った。 

オフェンス面は、負け試合でカウンターアタッなどのノ

ーマークによるシュートがほとんど入らずチャンスを活

かしきれなかった。また、水球で重要な退水誘発が少なか

った。これらにより課題は、カウンターアタックなどのノ

ーマークによるシュートの決定力をあげ、もっとノーマー

クを活かすオフェンスをしなくてはならない。また、退水

誘発が少ないため、もっと積極的なオフェンスをし、退水

誘発を増やしていく必要がある。 

つぎにディフェンス面は、独自の分析項目により、深く

知ることができる。Aチームは、退水誘発に比べ退水損失

が多く、1対 1が弱いため失点されている。さがりのディ

フェンスについてはシュート本数が少なかった。これらに

より課題は、1対 1のディフェンスを強化し、得意である

さがりによるディフェンスも利用して1対1での失点を減

らし、退水損失も減らしていくべきだと考えられる。 

新ルールに関しては、7ｍシュートによるシュートや得

点よりも、5ｍや 6ｍからのシュートや得点は非常に多く

なっているため、これから狙っていくことが増えるという

のは間違いないと思われる。対策としては、ハンドアップ

をして守ることが重要になってくる。課題は、いかにキー

パーと連携をとり、またオフェンスはそのハンドアップを

横などにかわしてシュートを打ってくるので、一瞬で横に

移動してシュートに反応しなければならない。 

オフェンスの面では、カウンターの練習や、ゲーム形式

の練習を多く採り入れ経験で上達していく必要がある。ま

た、1対 1の練習を多く採り入れ、退水を誘発する状況を

作っていかなくてはならない。また、５ｍシュートの決定

率をあげるために、様々なシュート練習を採り入れていく

必要がある。 

ディフェンスの面では、1対 1のディフェンスを強化す

るために、アニマルというゴール前で潰し合いの練習をし

たり、足の強化のために重りを持って巻足やけり足をした

り、力で負けないためにウェイトトレーニングを強化して

いく必要がある。得意であるさがりによるディフェンスも

強化し、メディシンボールを使って横に移動したり、重り

をつけてハンドアップの練習をしたりする必要も生じる。 

[まとめ] 

本研究の結果、オフェンスでは、今後さらに重要になっ

てくるシュートを中心に深く知ることができた。ディフェ

ンスについてはシュートから判断し、以前から使われてい

るゲーム分析より深く知ることができた。今後の課題や練

習方法などシュートを詳しく取り上げたことにより、私自

身の意見も踏まえて把握することができた。また、日本の

水球チームの傾向については、体が小さい日本人にとって

カウンターによる攻撃が有効で、重要になってくるのはた

しかだ。今回の研究で、ゲーム分析をどのように活用する

かで、分析項目の変更および、増加することによって、詳

細な分析を試みて、有効活用することが、各チームおよび、

各スポーツのレベルアップにつながっていくと思われた。 


